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年
末
商
戦
が

好
調
で
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
成
果

だ
と
短
絡
的
な

評
価
を
す
る
輩
が
少
な
く
な

い
。
消
費
税
ア
ッ
プ
に
庶
民

が
健
気
な
対
応
を
し
て
い
る

に
過
ぎ
ず
、
そ
の
リ
ア
ク
シ

ョ
ン
を
懸
念
し
な
い
気
楽
な

人
々
は
自
分
が
勝
ち
組
の
つ

も
り
な
の
だ
ろ
う
。
消
費
税

く
ら
い
で
、
国
家
財
政
が
持

ち
直
す
訳
が
な
い
。

　

巨
大
資
本
は
雪
だ
る
ま
の

よ
う
に
膨
れ
上
が
り
、
国
境

を
越
え
て
多
国
籍
企
業
に
な

り
、
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン

を
求
め
て
国
外
脱
出
に
余
念

が
な
い
。

　

超
経
済
大
国
が
倒
産
寸
前

で
、
福
祉
の
餌
も
撒
か
ず
に

庶
民
の
懐
銭
を
掠
め
取
る
し

か
妙
案
が
な
い
。
日
本
も
例

外
で
な
い
。
そ
の
上
た
び
重

な
る
自
然
災
害
で
自
治
体
も

痩
せ
細
り
、
原
発
の
人
災
事

故
が
混
ざ
っ
て
八
方
塞
が
り

で
あ
る
。

　

権
力
だ
け
が
ね
じ
れ
国
会

の
解
消
で
安
定
し
、
財
界
か

ら
の
喝
采
を
求
め
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
ば
か
り
が
目
立

つ
。
第
４
の
矢
か
何
か
、
首

相
は
外
注
獲
得
に
多
忙
だ

が
、
本
当
の
基
盤
の
庶
民
の

生
活
を
置
き
去
り
に
し
て
の

活
動
は
矛
盾
の
先
送
り
で
、

先
は
不
安
し
か
見
え
な
い
。

　協会の年末年始の業務と本紙の
発行は次の通りです。
【休務】12／28～１／５
【新聞】12／25付と１／５付を合
併し、１／１付新年号として発
行。１／15付は休刊

首相官邸ホームページから

会見で廃案を訴える歯科医ら＝２日、府庁

写
真
右
か
ら
、
竹
本
直
一
議

員
（
右
）、
山
下
芳
生
議
員

（
左
）、
辰
巳
孝
太
郎
議
員

（
左
か
ら
３
人
目
）

　

安
倍
政
権
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
と

多
国
籍
軍
参
加
に
つ
い
て
の
「
解
釈
改

憲
」・「
立
法
改
憲
」
の
前
に
、
戦
争
に

向
け
た
違
憲
の
統
治
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
始
め
た
。

　

そ
の
第
一
は
官
邸
の
軍
事
的
司
令
塔

機
能
を
強
化
す
る
た
め
の
「
国
家
安
全

保
障
会
議
」
の
設
置
。
大
統
領
制
の
ア

メ
リ
カ
の
国
家
安
全
保
障
局
（
Ｎ
Ｓ

Ａ
）
を
モ
デ
ル
に
、
戦
争
の
た
め
の
情

報
を
収
集
し
て
首
相
ら
４
大
臣
会
合
が

参
戦
を
判
断
す
る
も
の
で
、
閣
議
の
軽

視
で
あ
る
。
11
月
27
日
に
法
案
は
強
行

成
立
。
12
月
４
日
に
発
足
し
た
。

　

第
二
は
日
米
で
共
有
す
る
軍
事
機
密

や
違
法
な
情
報
収
集
活
動
な
ど
を
主
権

者
に
知
ら
せ
な
い
た
め
の
「
特
定
秘
密

保
護
法
」
の
制
定
。
従
来
、
公
務
員
の

秘
密
漏
え
い
は
１
年
以
下
の
懲
役
、
自

衛
隊
員
の
秘
密
漏
え
い
は
５
年
以
下
の

懲
役
が
科
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、「
防

衛
」「
外
交
」「
安
全
脅
威
活
動
の
防

止
」「
テ
ロ
活
動
防
止
」
の
４
分
類
に

関
す
る
事
項
の
う
ち
「
特
に
秘
匿
す
る

こ
と
が
必
要
な
も
の
」
を
「
特
定
秘

密
」
に
指
定
し
、「
秘
密
」
を
漏
ら
し

た
職
員
に
は
最
高
で
懲
役
10
年
と
罰
金

１
千
万
円
を
科
す
。

　

大
臣
ら
は
「
外
国
の
政
府
又
は
国
際

機
関
」
に
「
秘
密
」
を
提
供
で
き
る

が
、
主
権
者
国
民
に
は
何
が
「
秘
密
」

な
の
か
不
明
な
の
に
罰
則
は
民
間
人
に

も
拡
大
。
記
者
、
研
究
者
、国
会
議
員
、

裁
判
官
で
あ
っ
て
も
処
罰
対
象
で
、
最

高
で
懲
役
５
年
と
罰
金
５
百
万
円
。

　

未
遂
も
処
罰
。
共
謀
・
教
唆
・
扇
動

も
最
高
５
年
の
懲
役
刑
。

　

「
知
る
権
利
」「
報
道
の
自
由
」「
学

問
の
自
由
」
の
基
本
的
人
権
も
侵
害
さ

れ
、
民
主
主
義
国
家
と
の
実
質
的
決

別
。
軍
国
主
義
・
日
米
の
た
め
の
「
特

定
情
報
隠
蔽
法
」
だ
。

　

ま
た
、「
秘
密
」
を
取
り
扱
わ
せ
る

「
職
員
の
範
囲
」
を
定
め
、
職
員
の
適

性
さ
を
判
断
す
る
身
辺
調
査
も
行
わ

れ
、
公
務
員
本
人
や
事
業
者
の
従
業
員

と
そ
の
家
族
も
対
象
で
、
政
治
的
主
義

主
張
も
調
査
さ
れ
る
。
事
実
上
そ
の
友

人
ら
も
調
査
さ
れ
る
だ
ろ
う
。「
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
権
」「
思
想
の
自
由
」
も
侵

害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
戦
前
に
逆
戻

り
す
る
戦
時
体
制
法
だ
。

　

暴
走
す
る
自
公
与
党
は
、
み
ん
な
・

維
新
と
修
正
合
意
し
た
が
、
そ
の
本
質

的
危
険
性
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な

い
。
世
論
は
反
対
が
50
％
。
学
者
・
文

化
人
・
マ
ス
コ
ミ
人
・
芸
能
人
ら
も
強

く
反
対
す
る
中
、
６
日
に
強
行
成
立
さ

せ
た
。
暴
挙
だ
！ 

（
お
わ
り
）

改
憲
の
足
音

神
戸
学
院
大
学
教
授

 

上
脇　

博
之 ❼

軍
国
主
義
の
情
報
隠
ぺ
い
法

秘密保護法なぜ急ぐ？

医
師・歯
科
医
が
ア
ピ
ー
ル

「保険で良い歯科」の実現へ

秘密保護法の強行許さない

大
阪
集
約
分
は
地
元
選
出
議
員
に

今
号
同
封

子ども医療助成の
拡充署名に協力を

請願署名、過去最多の32万筆超を提出

協
会
が
集
約
し
た
１
万
４
千
筆
超
の
署
名
の
一
部

国
会
要
請

　

昼
休
み
に
は
「
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
を
」
全
国
連
絡

会
が
国
会
内
集
会
を
開
き
、

１
３
０
人
を
超
え
る
関
係
者

が
集
ま
っ
た
。
連
絡
会
代
表

世
話
人
の
江
原
雅
弘
氏
は
、

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の
実

現
を
求
め
る
請
願
署
名
が
過

去
最
高
の
32
万
３
６
３
８
筆

集
ま
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
大

阪
歯
科
の
戸
井
逸
美
副
理
事

長
は
、「
学
校
歯
科
治
療
調

査
」
結
果
を
報
告
し
、
検
診

　

大
阪
歯
科
の
要
請
団
は
、

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大

阪
連
絡
会
が
集
め
た
３
万
筆

近
い
請
願
署
名
の
束
を
抱
え

て
地
元
選
出
の
衆
参
議
員

に
、
お
金
の
あ
る
な
し
で
歯

科
医
院
に
か
か
れ
な
い
現
状

を
な
く
す
た
め
窓
口
負
担
軽

減
を
、
安
心
・
安
全
の
医
療

の
た
め
に
診
療
報
酬
の
総
枠

拡
大
を
と
訴
え
た
。

　

請
願
署
名
は
、
辰
巳
孝
太

で
要
受
診
と
診
断
さ
れ
て
も

48
％
し
か
受
診
し
て
い
な
い

こ
と
、
医
療
費
助
成
の
対
象

年
齢
が
高
い
自
治
体
ほ
ど
平

均
受
診
率
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。
集

会
に
は
、
小
池
晃
参
院
議
員

（
共
産
）、
田
村
智
子
参
院

議
員
（
同
）
が
参
加
し
、
あ

い
さ
つ
を
し
た
。
石
井
み
ど

り
参
院
議
員
（
自
民
）、
吉

田
忠
智
社
民
党
党
首
か
ら
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

郎
参
院
議
員
（
共
産
）
に
１

万
２
３
５
７
筆
、
山
下
芳
生

参
院
議
員
（
同
）
に
９
９
３

６
筆
、
宮
本
岳
志
衆
院
議
員

（
同
）
に
７
５
４
９
筆
を
託

し
た
。
辰
巳
議
員
は
、
秘
密

保
護
法
案
に
つ
い
て
「
１
万

人
集
会
や
連
日
の
国
会
包
囲

行
動
で
与
党
に
も
綻
び
が
出

て
き
て
い
る
」
と
語
り
、
廃

案
に
全
力
を
尽
く
す
決
意
を

表
明
し
た
。
竹
本
直
一
衆
院

議
員
（
自
民
）
も
面
談
し
要

請
を
聞
い
た
。

　

議
員
要
請
に
は
、
70
〜
74

歳
の
窓
口
負
担
１
割
継
続
と

診
療
報
酬
引
き
上
げ
を
求
め

る
会
員
署
名
１
６
０
０
人

分
、
特
定
秘
密
保
護
法
案
の

廃
案
を
求
め
る
会
員
署
名
２

４
３
人
分
を
持
ち
込
ん
だ
。

二
つ
の
会
員
署
名
は
保
団
連

を
通
し
て
、
内
閣
府
、
財
務

省
、厚
労
省
に
も
提
出
し
た
。

　

特
定
秘
密
保
護
法
案
へ
の

国
民
の
怒
り
が
高
ま
る
な

か
、
大
阪
府
内
の
医
師
・
歯

科
医
師
が
２
日
、
府
庁
で
会

見
し
、
約
７
０
０
人
の
連
名

で
同
法
案
の
廃
案
を
求
め
る

緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し

た
。
ア
ピ
ー
ル
は
、
歯
科
・

医
科
協
会
が
会
員
に
提
起

し
、
賛
同
者
を
募
っ
た
も

の
。
小
澤
力
理
事
長
や
玉
川

和
隆
名
誉
理
事
長
ら
13
人
が

出
席
し
た
。

　

ア
ピ
ー
ル
で
は
、「
あ
ら

ゆ
る
情
報
が
国
の
監
視
下
に

置
か
れ
る
」
と
指
摘
。「
目

と
耳
と
口
を
ふ
さ
い
で
戦
争

を
推
進
し
た
歴
史
」
を
挙

げ
、「
戦
争
へ
の
道
を
歩
む

こ
と
は
認
め
ら
れ
」
な
い
と

批
判
し
た
。

　

会
見
で
玉
川
名
誉
理
事
長

は
、「
安
倍
内
閣
に
怒
り
心
頭

だ
。
60
年
安
保
時
を
上
回
る

国
民
運
動
で
廃
案
に
追
い
込

ま
ね
ば
」
と
力
を
込
め
た
。

　

医
科
協
会
の
高
本
英
司
理

事
長
は
、
機
密
を
扱
う
公
務

員
ら
を
調
査
す
る
「
適
性
評

価
」
を
問
題
視
。
調
査
事
項

に
精
神
疾
患
や
薬
物
使
用
が

含
ま
れ
、
①
医
院
は
当
局
に

よ
る
病
歴
調
査
を
拒
め
な
い

②
患
者
情
報
が
特
定
秘
密
に

深
く
関
わ
る
―
―
こ
と
を
指

摘
。
否
応
な
し
に
主
治
医
が

巻
き
込
ま
れ
る
と
訴
え
た
。

　

会
見
前
に
は
、
大
阪
弁
護

士
会
が
呼
び
か
け
た
デ
モ
に

参
加
。
１
千
人
を
超
え
る
市

民
ら
と
秘
密
保
護
法
案
の
反

対
を
訴
え
た
。
会
見
後
は
、

天
満
橋
駅
前
で
街
頭
宣
伝
に

取
り
組
ん
だ
。
白
衣
姿
で
同

法
案
の
問
題
点
を
ま
と
め
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

た
。

　

協
会
、
保
団
連
は
11
月
28
日
、
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
、
患
者
窓
口
負
担
軽

減
、
診
療
報
酬
引
き
上
げ
、
特
定
秘
密
保
護
法
案
の
廃
案
な
ど
を
求
め
て
、
緊
迫
す
る
終

盤
国
会
に
要
請
し
た
。
全
国
25
協
会
か
ら
１
０
６
人
が
、
大
阪
歯
科
か
ら
は
玉
川
和
隆
名

誉
理
事
長
ら
14
人
が
参
加
し
た
。
玉
川
氏
ら
は
、
秘
密
保
護
法
案
の
強
行
可
決
に
強
い
抗

議
を
示
し
、
廃
案
に
向
け
て
全
力
を
あ
げ
る
よ
う
訴
え
た
。 

（
２
面
に
要
請
議
員
一
覧
）

年末年始のお知らせ


